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リサイクル及び適正処理機能の
集積についての提案と検討 

(Study on development of waste recycling and treatment function cluster area) 

～Hung Yen省・Dai Dong地区を例に～ 
(Model study in Dai Dong, Hung Yen) 

株式会社市川環境エンジニアリング 
(Ichikawa Kankyo Engineering Co.) 

2016年 2月 

(Rev.2) 

ビジネス機会 
business opportunity 

＜機会：法律の制定、改訂＞ 
• 2016年 の夏には、多岐にわたる製品メーカーを対象に廃製品の収集・
処理/リサイクルの責任を持たせる新たな通達（（仮）廃製品回収・処分に

関する通達、Decree16）が施行される予定。回収拠点の整備や回収の
仕組みに加え、適切な回収・処分・リサイクル等の受け皿が求められる。 

 

• 廃棄物管理に関する詳細な定義やルールを定めた「Decree No. 38」の細
則が制定される。 

 

• 保健省と天然資源環境省では、医療系有害廃棄物管理に特化した条例
を策定中である。 
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ビジネスコンセプト 
(Business Concept) 

1）適正かつ高品質の技術・サービスを多様に集積 

   

  ＝集荷力(Collection Power)の向上  

 

– 多品種対応による利便性向上 

• 既存セクターで対応できていない分野、新市場創出 

• 広域物流拠点（とにかく集まる）→ネットワーク化（既存セクターとの共存） 

 

– 量確保による先進的サービスのコストダウン運営 

 

 

2）情報管理システム整備による安心・安全の確保 

 

 

 
【北部地域】 
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・市内回収業者拠点 
・運搬中継施設（将来） 
・コンポスト化施設 
・最終処分場 
・焼却施設（将来） 

分別済 
対象物 

有価物 
危険物 

有価物 
危険物 

【Hung Yen省Dai Dong区サイト】 

保税地区
排出物 【敷地内保税地区】 

通関手続き 

危険廃棄物処理 
 

リサイクル 
 
 
 

最終処分・保管施設 

中間処理・総合排水処理施設 

リサイクル工業団地共有インフラ 

医療廃棄物、有害廃棄物（PCB、蛍光灯含む） 

廃油、廃PC、廃家電、建廃、廃プラ 
 

その他今後の要求に応じて 

Ha 
Nam 

Hung 
Yen 

（他の市・省からの廃棄物・有価物） 
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想定サイトの位置 
(Location of the model area) 

30km - 

既存エリア 
(10.2ha) 

新エリア 
 

10ha 

リサイクル工業団地＝ Recycling Industrial Park = 以下 “RIP” 
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RIPの運営について 
(Operation of RIP) 

• URENCO11単独若しくはインフラ整備・運営JV会社は現状以

下の条件で個別事業体にインフラサービスを提供する前提
とした。 

 

 

 

 

• 拡張する土地はURENCO11が賃借人であることから、本サイ
トに入る予定の事業体は原則としてURENCO11とJVを組成す
ることとなる。 

項目 単位 
VND 円 

  180.63 
水道   m3 6,000.0 33.2 
廃水   m3 6,000.0 33.2 
土地賃借料・管理費   m2・月 3,000.0 16.6 
運搬サービス   ㎞ 20,000.0 110.7 
廃棄物処分費（無害）   t 300,000.0 1,660.9 

調査体制について 
(Study team structure) 
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個別事業の内容と検討結果 
(Idea and Results of individual business) 

対象廃棄物 再生品、処理（日本技術導入を想定） 導入規模 評価 初期投資額 

年間売上 

廃油 (waste Oil) 再生重油・再生グリース 

 

6,000 tons/ year 可能性あり 120百万 

175百万 

廃塗料・廃インク Biomass Waste Fuel (BWF)  未定 未定 － 

廃IT機器 

 

再利用、資材化 6,000-10,000台/月 可能性あり 30百万 

450百万 

廃家電 解体・リサイクル 15,000台/月 

 

可能性あり 100百万円 

60百万円 

廃プラスチック RPF化 投入700t/月 

生産520t/月 

可能性あり 80百万 

44百万 

建設廃棄物 再生砕石（非焼成ブロック） 700m3/日 可能性あり 350百万 

260百万 

医療廃棄物・有害廃棄物 焼却・無害化 30t/日 可能性なし ー 

有価物買取 自社保税工場整備 ー － － 

廃製品回収 共用回収拠点整備 63か所 － ー 

リサイクル工業団地運営 リサイクル工業団地インフラ整備 810百万円 

廃油・廃塗料等リサイクル（1/3） 
(Waste oil/ waste ink recycling) 
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廃油・廃塗料等リサイクル（2/3） 
(Waste oil/ waste ink recycling) 

• 調査結果 

– 対象物：廃油（再生重油・グリース製造） 

– 市場（排出源）：ハノイ近郊（北部地域） 

– 排出量（予測）：50,000t/年 

– 簡易FS結果：以下が満たされれば成立 
• 設備規模：6,000t/年（500t/月：対象市場シェア16％） 

• 投資額：18,900,000,000VND（1億円強） 

• 原料買取：2,000VND/kg（11円/g） 

• 再生グリース販売：25,000VND/kg（139円/kg） 

• 再生重油販売：6,000VND/kg（33円/kg） 

廃油・廃塗料等リサイクル（3/3） 
(Waste oil/ waste ink recycling) 

• 事業参入可能性：あり 

• 今後：継続調査の実施 
– ①対象廃棄物の既存発生量、発生場所、回収方法、回収コスト 

– ②対象物再生品の既存リサイクル方法・処理方法、利用先の確認 

– ③再生品の受入可能性と市場評価、 

– ④事業実施のための関係法律や許認可 
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廃プラスチックリサイクル（1/3） 
(waste plastic recycle) 

廃プラスチックリサイクル（2/3） 
(Waste plastic recycle) 

• 課題：破砕機を増強することにより生産量拡大は設備上可能。 

• 調査結果（RPF事業の拡大検討） 

– 増強基本計画：破砕機能力を0.75t/時間→1.5t/時間とする。 
– RPF生産量：520t/月 

– 必要な原料：700t/月 

– 増強に伴い設備を新エリアに移設：1,437m2→1,904m2 

– RPF原料（廃プラスチック量）の確保可能性 
– 産廃系プラ：＋50トン/月程度確保可能 

– 商業系プラ：＋数トン/月程度確保可能 

– 生活系プラ：分別・洗浄が必要 

– RPF品質管理 (Quality management) 
– 現在は比較的高品質（JIS規格A～B製品） 

– 今後の原料多様化ケースへの配慮（前処理等）が必要 

– 販売市場開拓(Market development) 
– テスト利用を通じた販売拡大 

– 現地ボイラーメーカとの協力（対応型ボイラー開発、顧客紹介等） 
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廃プラスチックリサイクル（3/3） 
(Waste plastic recycle) 

• 事業拡張可能性：あり 

• 今後： 

–引き続き顧客開拓 

–入手可能な廃プラ性状の精査とそれに適した前
処理の検討 

–政府系補助金等の獲得検討 

IT機器リユース・リサイクル事業（1/3） 
(IT device reuse/recycling) 

【Customers】 
 

Government 
 

Private Company 
 

Individuals 
 

【Service Provider】 
1. Purchase used IT products 
2. Data erasing service 
3. Transportation service 
4. Wholesale service 
5. Material sales service 
6. Refreshed product sales 
 

【Customers】 
Whole seller 

【Customers】 
Sales partner 

【Customers】 
Material buyer 
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IT機器リユース・リサイクル事業（2/3） 
(IT device reuse/recycling) 

• 調査結果 Result 

– 対象物及び年間排出予測（ベトナム全土） 

 

 

 

 

 

– 特に情報漏えい防止を課題とする企業・官公庁 

– ビジネスモデル 

• 投資額：1,890,000,000VND（1千万円強） 

• 買取：0 VND/PC(データ消去・運搬代行と相殺） 

• リユース販売：800,000VND～3,200,000VND/PC 

＊このほか素材として販売するケースあり 

デスクトップパソコン 

Desk-top PC 

ラップトップパソコン 

Lap-top PC 

インターネット利用可能な

モバイル端末 

Mobile  gears 

携帯電話端末 

（⑦除く） 

Mobile phones 

12,000千台～／年 

12,000,000 products/year 

7,000千台～／年 

7,000,000 products/year 

11,120千台～／年 

11,120,000 products/year 

30,124千台～／年 

30,124,000 

products/year 

IT機器リユース・リサイクル事業（3/3） 
(IT device reuse/recycling) 

• 事業参入可能性：あり 

• 今後： 

– 2016年度 引き続き現地の市場調査および法令
や規制についての調査研究 

– 2017年度 現地パートナーの選定と契約の準備
及び事業実現可能性の検証 

– 2018年度 現地パートナーと事業開始 
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日系家電リサイクル企業 
- 高付加価値選別技術 
- 破砕技術等 

Decsion No.16/2015/ 
QD-TTg 
対象企業 

排出事業者 回収業者 

契約 

処理事業者 

URENCO11 

IKE 

URENCO11 

IKE 

技術指導 

国内販売先 

契約 
輸出 

廃家電リサイクル事業（1/2） 

事業規模 
 
- 土地： 5,000  m2 
- 処理台数： 約 15,000/ 月 
- 売上：  約 60 百万円/ 年 
- 初期投資：  約 100 million 
- IRR 8 % 

【課題】 

• Decision No.16の施行細則に沿った対応が必要となる点 

• 多くの廃棄電化製品の回収がインフォーマルセクターによっ
てなされている現状点 

 

【検討事項】 

◎ 回収体制の構築／製造者及び消費者・インフォーマルセク
ターとの協力体制の構築 

◎ 販売先パートナー企業との提携 

◎ 処理過程追跡及びレポーティングシステムの構築 

 

廃家電リサイクル事業（2/2） 
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建設解体廃棄物リサイクル（1/3） 
(Construction demolition waste recycle) 

建設解体廃棄物リサイクル（2/3） 
(Construction demolition waste recycle) 

• 調査結果 Results 

– 対象物：レンガ＋モルタル混じり廃棄物 

– 市場（排出源）：ハノイ市中心 

– 排出量（予測）：建廃全体で2,300～3,200t/日 

– 簡易FS結果： 
• 設備規模：700m3/日 

• 投資額：65,700,000,000VND（3.5億円強） 

• 受入時における処理費: 22,200 VND/m3 

• 再生砕石販売：250,000 VND/m3  
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建設解体廃棄物リサイクル（3/3） 
(Construction demolition waste recycle) 

• 事業参入可能性：あり  

• 今後：  
＜2016年度～2017年度＞  
リサイクル原料の製造・品質評価・試験利用を行うために、日本政府の支援（JICA中小企業普
及実証事業等）を得て民間主導で本提案規模のモデル事業を実施する（～2018年）。 

 

同時にJICAが現在行っている技術協力プロジェクト等を通じて、現地政府に対してリサイクル製
品の品質基準作り、リサイクル製品の利用に対する支援策構築をすすめる。 

 

＜2018年度～＞ 
品質基準、リサイクル製品利用促進策が構築される 

 

モデルプロジェクトで設置したプラント（Hung Yen省、ハノイ市南東部）に加え、ハノイ市北部・西
部にも同様のプラントを設置運営するJVを設立し、事業を拡大する。 

医療・有害廃棄物の熱処理（1/3） 
(Medical and Hazardous waste treatment by incineration) 
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医療・有害廃棄物の熱処理（2/3） 
(Medical and Hazardous waste treatment by incineration) 

対象物 医療廃棄物 有害廃棄物 PCB 

対象市場 
Target waste 

北部地域中心 北部地域中心 全国 

排出量 
予測 
Waste volume 

120t/日程度 
（1㎏/ベッドと仮定） 

現状における全国排出量は
90万トンと推測. 
 

正確な数量無し 
（2020年から処理） 

導入設備 
Introducing 
Technology 

ロータリーキルン方式 (ロータリーキルン炉＋二次燃料炉）、発電無し 
30t/日 

限界処理単価
算出条件 
Conditions of 
Pre FS 

稼動日数：300日/年×24時間 
運転人員：22名 
減価償却：8年 

結果 
Result 

ケース1（100％民間投資）：5,700 VND/kg（31円kg ） 
ケース2（50％政府補助）：4,500 VND/kg（24円kg ） 

比較対象 
Comparing 
figure 

対象廃棄物平均処理単価：1,500 VND/kg（8円kg） 
 

処理単価不明（未定） 

医療・有害廃棄物の熱処理（3/3） 
(Medical and Hazardous waste treatment by incineration) 

医療廃棄物 
Medical waste 

有害廃棄物 
Hazardous waste 

PCB 

事業参入の可
能性 
Possibility of 
investment 

× 

現時点では平均処理単価が低く、民間投資による想定設
備の整備・運営においては事業が成立しない見通し。 

× 
（将来的には可能性あり） 

今後 
Plans 

1）有害廃棄物詳細調査、PCB等平均処理価格を上げる廃棄物の確保 
2）想定設備導入の為の資金ソース検討 
－JCM補助、事業権対応型無償資金、等 
3） 排熱利用等副収入の検討 
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有価物買取事業（1/3） 

• 事業名：保税工場有価物管理事業 

• 事業内容： 

– RIP域内に有価物買取保税工場を設置。 

–製造業各社保税工場から排出される有価物を買
い取り。 

• 適正管理（トレイサビリティー） 

• 転売 
– 輸出：費用の低減による買取金額UP 

– 国内販売：RIPによる通関業務 

輸入 

保税工場（EPE/Export processing enterprise) 

材料・原料 

製造・加工 

製品 

輸出 

有価物 

自社保税工場 

保税区 

加工： 
選別・圧縮・ 
リサイクル 

輸出 通関 

自社で管理 

販売 

売却 

提携会社へ
販売 

提携会社へ
販売 

有価物買取事業（2/3） 
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【課題】 

• スムーズな通関体制の構築 

• 顧客の価格メリット 

 

【検討事項】 

◎ 適正かつ、透明性の高い販売先の検討 

◎ サービス費用の検討 

◎ フローの追跡システムの構築 

有価物買取事業（3/3） 

収集運搬サービス（1/3） 
(Collection and Transportation (C&T) service) 

• 事業名：共用回収拠点網整備事業 

• 事業内容： 

– Decision 16の要求に合致した共用型回収拠点のユニット
化 

– 回収拠点を全国整備・運営 

– RIP若しくは今後提携する適正処理・リサイクル協力企業
への収集網の整備 

– 回収製品並びに物流の電子管理システム利用 

– 回収量が増加した場合は拠点毎に考慮し拡張 
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収集運搬サービス（2/3） 
(Collection and Transportation (C&T) service) 

• 調査結果 

–対象物：Decision 16対象廃製品類 

–市場（排出源）：北部 20 sites →全国63 sites 

–排出量（予測）：未定 

収集運搬サービス（3/3） 

• 事業参入可能性：あり 

• 今後： 
– 2016年3月～5月 

• 調査（法務調査、需要調査（ヒアリング））  

• ユニット検討、土地探索  

– 2016年6月  
• 事業化推進（投資家・顧客募集、ライセンス申請等 

– 2016年12月  
• 一部開業  

– 2017年12月  
• 全拠点開業 
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まとめ 
(Conclusion) 

• 初期投資総額：1,940百万円（358,900mVND） 

• 対象事業売上：1,589百万円/年
(295,260mVND/year) 

• 雇用創出：250名～ 

• 地域振興政策 

– 先進事例として注目 

– 投資並びに税収増加への期待 

• 環境負荷低減 

• データ集積 

高い品質の 
廃棄物管理体制 
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ベトナム国における 
廃棄物処理事業の展開について 

 

㈱市川環境エンジニアリング 
 

＜ＩＫＥ－Ｓｅｍｉｎａｒ＞ 

平成２８年２月24日＆２５日 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 2 2016/3/10 ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 2016/3/10 

◆設立    ：昭和46年10月 

◆資本金   ：2億5,000万円 

◆売上         ：67.4億円 (Ｈ26. 3月（ 

◆従業員      ： 538人  ＇Ｈ26. 3月) 

◆本社         ：千葉県市川市田尻2-11-25 

◆事業内容 ：廃棄物処理 ･ ﾘｻｲｸﾙ事業、 

          ﾘｻｲｸﾙ施設等のO/M事業 

         各種水処理施設の清掃・O/M事業、 

                    環境関連コンサル事業     他 

◆事業所 

  営業系 ；東京、横浜、野田  他 

  工場系 ；行徳工場、習志野RC、原木 

  O/S系  ；平塚、船橋、野田 他 

  車庫系 ；原木、江戸川、横浜、狭山 他 

＇株（市川環境エンジニアリング(IKE) 概要   

O/S:Out Sourcing、 O/M :Operation&Maintenance 

廃棄物分野 

71％ 

施設維持管理分野 
＇O&M（ 21％ 

その他分野 
 ＇汚染土処理等（ 8％ 
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廃棄物適正処理、リサイクル業のリーディングカンパニー 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 3 2016/3/10 

PFI/PPP 

食品リサイクル 

家電リサイクル 

バイオマス発電 

木屑・廃材利用 

水処理施設管理 

アスベスト 

汚染土壌回復 

地域密着の中間処理・最終処分 

かずさ 

ｸﾘｰﾝsys 

IKE アクア 

ﾊｲﾊﾟｰｻｲｸﾙ 

ｼｽﾃﾑｽﾞ 

バイオ 

エナジー 

新エネ 

供給 

イー・ 
ステージ 

都市環境 

Eng’g 

首都圏  

複合施設環境サービス 

IKEグループ 

千葉興産 

千葉県エリア環境サービス 

特産 

Eng’g 

ﾊﾞｲｵﾌｫﾚｽﾄ 
ｽﾃｰｼｮﾝｽﾞ 

MMP 

容器包装ﾘｻｲｸﾙ エコライク 

＇4社（ 

売上：約１４０億円 
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IKE Gr. - Recycle Plant View     



2016/3/10 

3 

2014～ 

 RPF製造 

   ・販売事業 
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ＩＫＥ／ベトナムでの事業展開 

IKE 
◆ｲﾉﾍﾞ-ｼｮﾝ 

   事業室 

  ◆ﾊﾉｲ駐在員    
   事務所 

HANOI 

URENCO 

◆Gr.企業 
・HANOI市の環境公社 

・URENCO11＇UR11)は子会社の一つ 

 

✔施設・資機材、要員、許認可、現地運営Ｋ－Ｈ 

MOU *1 
 in 2010     

*1 MOU：共同推進事業の発掘に  
              向けた二者間覚書 

✔資金調達、経営・運営Ｋ-Ｈ、 

  処理・リサイクル技術＇営業支援・ＴＡ派遣（ 

1．RPF製造販売事業の拡大 ⇒ Waste to Energy事業   

2. 日系企業／廃棄物処理・ﾘｻｲｸﾙ業務の支援 

                   ⇒ ICT活用＆パッケージ化された事業 

3. HANOI市/ ・地下鉄掘削残土処理 

          ・都市ごみ処理委託事業 等 への参画＇ＦＳ（ ⇒ PPP事業 

推進中 

  
日本の公的支援 
＇環境省、ＪＩＣＡ,NEDO等（ 
 ・FS、R&D 

 ・設備投資 

 ・人材育成 

 ・継続的な長期支援 

要求される人材の育成、技術移転 

 ・廃棄物分別技術 

  ・営業ノウハウ 

  ・品質管理、設備管理 

  ・総合Eng’g 

現地法人
の設立 

Apr.1,2016予定 

ベトナムにおける新法人の概要 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 
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UR11 

IKE 

・４９％投資＇現金（ 
・人員の提供＇移籍（ 
・土地、建物他インフラ施設の貸用 

・市場情報の提供 

・外注機能の提供 

・５１％投資＇設備現物＋現金（ 
・社長派遣の場合 

  ＩＫＥ日本社員 2年間目途 

  戻入は現地人件費相当 

・処理KHの提供 

・企業経営KHの提供 

・法人設立手続きの管理、作業 

 
  名称：Dai Dong Eco Solution Co., Ltd. 

 

 

１．形態：ＶＮ企業法に基づく 「二人以上有限会社」 
２．設立＇予定（ ： 2016年4月設立予定  

３．出資比率 ：  IKE 51％：URENCO1149％ 

４．本社    ： ＨｕｎｇＹｅｎ省 ＵＲ１１敷地内 

５．組織 ： 
  ① 社員総会  

  ② 社長、副社長 

  ③リーフアカウンタント 

  ④営業、工場スタッフ 

７．事業内容          

  ① RPF製造・販売事業 

  ② 廃棄物処理／コンサル・営業代理店事業 

  ③ 廃棄物リサイクルに関わる 

      総合ソリューション提供事業 

     ＇包括的アウトソーシング受託（ 
  ④収集運搬事業 ＇設立後ライセンス取得予定（ 

契約 

会長＇ＩＫＥ（ 

ＩＫＥ ＩＫＥ 
ＵＲ１１ 
＇社長（ 

ＵＲ１１ 

社長 

経理 営業 工場 事務員 

社員総会 

実行組織 

＜経営体制 ＞ 
＇CEO（ 

＇法的代表者、COO（ 

ﾁｰﾌｱｶｳﾝﾀﾝﾄ 

[ 新法人の概要 ] 
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ベトナム／RPF製造・販売事業   

廃プラ 

製紙スラッジ 

RPF製品 RPF搬入 石炭と混合 ボイラーに投入 

 技術移転 ：ＩＫＥからのTA派遣 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 8 2016/3/10 

設備改造：設計～現地工事 



2016/3/10 

5 

技術移転 ：ＶＮ技術者の日本受入研修 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 9 2016/3/10 

小熊鉄工所 実技研修 

◆安全・衛生管理 

   HIDA：＇一財（海外産業人材育成協会 

ＩＫＥ/行徳工場 工場管理研修 

◆生産管理 

◆設備維持管理 

 

◆品質管理 

◆溶接肉盛 実技研修 

◆メンテナンス 実技研修 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 

ＢＥＦＯＲＥ ＡＦＴＥＲ 

大型商業施設の廃棄物管理 ／ ＩＫＥからのＴＡ派遣   

置き場表示

（入口） 

置き場表示

（品目毎） 

分別指導、

教育 
実習 実績計量 

2016/3/10 10 
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   大型商業施設の廃棄物管理／ 処理フローの確立 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 2016/3/10 11 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING 
CO.,LTD. 

顧客から処理依頼
※駐在員が保管スペースの状況

を報告、顧客担当者確認後、依頼 

指示書作成※配車係 
（日時、種類等） 

回収・日報の作成  

荷降ろし、保管、処理、販売 月次報告書及び検収 

請求書（買取含む）及び 
有害廃棄物処理書類の送付 

排出事業者 
分別・廃棄 

大型商業施設の廃棄物管理／ 作業フローの確立 

配車係が配車調整後、営業が顧客担当者へ連絡 

回収日報 
（回収日、数量、排出事業者及び運
転手のサイン） 

焼却 ＲＰＦ 

埋立 

廃棄物種類毎で手配車輛を変更 
・パッカー車 

  生活ゴミ＇埋立（ 

・コンテナ車 

  普通ゴミ＇ＲＰＦ化（、有害廃棄物
＇焼却（、有価物＇販売（ 
 

 

パッカー車 コンテナ車 

販売 

※計量しながらの積込 
（排出事業者立合い） 

2016/3/10 12 
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日系のＶＮ進出企業との意見交換会・セミナーの開催 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 13 2016/3/10 

＜テーマ＞   排出現場での作業と廃棄物管理   
  １（ ベトナムにおける廃棄物処理の実態 

    ① ベトナム法に従った廃棄物処理について 

    ② 廃棄物処理の流れ：Hanoi URENCOグループの例 

  ２（ ＩＫＥが目指すベトナムにおける廃棄物処理 
     

 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 

お客様工場 

CP 

お客様工場 

CP 

WIT  
Vehicle 

 
 
 

・携帯端末 

・計量器 

・GPS 

WIT車両 
ミルクラン回収 

③荷降ろし 

①配車 

②回収 

廃プラスチック 

金属＇鉄、非鉄（ 

古紙、段ボール 

廃油 

汚泥 

危険廃棄物 

がれき・ｺﾝｸﾘ-ﾄ 

その他不用物 

木くず、ﾊﾟﾚｯﾄ 

④集約/分別/減容化 
 及び お客様サポート 

IKE Eco Station  

⑤出荷 

WIT Vehicle 

◆再資源化 
 ☑原料化  ：  
  製鉄、製紙、 
  セメント、建設資材、 消費材 
 ☑燃料化  ： RPF、BWF、 
       木質チップ 

◆最終処分  ： 
  ☑衛生埋立 
 

◆焼却施設  ： 
 ☑高効率発電 

ﾘｻｲｸﾙ施設・最終処分施設 

見える化 

◇お客様の管理支援 

  *実績報告 

  *処理進捗管理 

  *帳票管理＇ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ活用含（ 
  *処理施設管理 

◇配車・運行管理＇TMS) 

◇処理施設への発注・管理 

◇コンシュルジュ機能 

IKE-WIT管理センター 

・ﾄﾗｯｷﾝｸﾞﾃﾞ-ﾀ 

・積載情報 

・CP情報 
GPS 

・CP情報 

◇リアルタイム進捗確認 

 *回収日/時間 

 *回収品目/量 

 *運搬状況 

◇on-line発注・決済 

 *廃棄物処理履歴書 

 *月次・年次報告書 
お客様オフィス 

・入出荷・在庫データ 

・処理進捗情報 

GPS 

クラウドsys 

・入出荷・在庫データ 

・処理進捗情報 

＇ WIT : Waste Information Terminal （ 

2016/3/10 14 
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Waste Ｌｏｇｉs.Tech.／在荷データ収集,通信環境の可能性調査  

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 15 2016/3/10 

With  

Hitachi Transportation Co. 

& HanoiURENCO 

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 16 2016/3/10 

＜経済産業省/H21年度 低炭素社会に向けた技術発掘・社会システム実証モデル事業＞ 

 流通小売に資源物物流＇リバースチェーン（を組み込んだ 

        動静脈一貫物流の実証                 

Jwnet：今回対象外 
電子マニュフェスト 

C：店舗 
1.対象店舗： 
  関東約180店舗中10店舗 
2.対象資源物 
 ①魚箱      ②食品トレー 
 ③ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ   ④牛乳パック 
  ⑤卵パック    ⑥段ﾎﾞｰﾙ 
  ⑦雑古紙      ⑧アルミ缶 
  

 
＜テナント計量Sys＞ 
 ・ﾘｱﾙﾀｲﾑ計測 
  ＆ｵﾝﾗｲﾝ管理 
 ＇重量、容積＠品目毎)  
 ・カゴ車換算 

 ・ｽﾄｯｸ(在庫（管理 
 ・出荷管理 

  
 

資源物 

Ｅ：３ＰＬ 
 

資源
物 

①店舗別に実施していた 業者による 
  回収の廃止、ｴｺｾﾝﾀ-への集約化、 
②元々存在していた3PL戻り便活用 
 
       関与する車両の削減 

＜ＣＯ２削減＞ 

Ｆ：消費者(住民)： 
 ・店頭回収協力 

資源
物 

自治体協力・住民参加 

＜最適配送／回収計画 
       ・進捗管理Ｓｙｓ＞ 
  ・積載情報 
  ・運行情報〔GPS情報等〕 
  ・配車見直、再配車計画Sim 
（ 
 

B：物流ｾﾝﾀ-＇ＤＣ（ 

再資源化によるＣＯ２削減 

リサイクル物流コア：野田市 

原料として販売 

 ・製紙原料 
  ・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ製品原料 

☆車輌情報(GPS,携帯) 
   ・積載情報、 
   ・運行状況 

☆携帯，回線 
  ・在庫ﾃﾞ-ﾀ 
  ・分析情報 

インタ－ネット 

・HP経由 
 運用状況、経営情報 
 生データ、分析情報 

A:コープネット事業連合／ 
ＳＣＭチェ－ン 

☆HP経由 
  資源物循環状況 

サーバ経由 

D：野田ｴｺｾﾝﾀ- 
 ・紙系、ペットボトル系    ：分別、圧縮梱包 
 ・発砲ｽﾁﾛ-ﾙ＇魚箱やﾄﾚ-等)： 減容・成型 

隣接 

商品 
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What  “iTASK”  can do  

ICHIKAWA KANKYO ENGINEERING CO.,LTD. 17 2016/3/10 

廃棄物処理 各分野の 

トップ企業がコラボ 

○ 包括的コンサルタント業務＆ 

   エンジニアリング業務の提供 

○ 共同事業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 廃棄物管理 

  ・リサイクル工業団地 

  ・廃棄物物流 

2. 3Ｒ 

   ・廃プラリサイクル 

   ・廃油リサイクル 

   ・廃家電リサイクル 

   ・建廃リサイクル 

   ・危険廃棄物処理   

3. ＧＨＧ削減 

  ・バイオマス発電 

  ・省エネ 

  ・カーボンオフセット 

 RPF(Refused Paper & Plastic Fuel) 
 Waste Oil Recycling 
 E-waste Recycling 
 Construction & Demolition Waste Recycling 

 Traceability system  
 Truck allocation system 
 ICT 

  Total Energy Saving Consulting 
 Carbon Offset 
 Renewable energy from 

biomass 

Recycle 

Waste 
 Management GHG 

Emission 
Reduction  

ｱﾝｶｰﾈｯﾄﾜｰｸサービス 

市川環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
加藤商事 

クレハ環境 

白井ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
東亜ｵｲﾙ興業所 

タケエイ 

 

 

ご清聴ありがとうございました 
 

 

 

 

                        お問合せ：    

                                                                ㈱市川環境エンジニアリング 

                           Hanoi 駐在員事務所 

                                                                 所長 ： 高野友理 

                              yuri.takano@ike.co.jp 
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